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建学の精神



山口短期大学硬式野球部

野球部理念



建学の精神

「至心」

誠心（まことごころ）を持った豊かな人間づくり

嘘、偽りのない心

慈悲慈愛 親が子供をいつくしみ、かわいがるような、深い愛情

報恩感謝 恩に報いて感謝する

奉仕の実践

に徹する人間



四恩（紫苑）

親・祖先に対する御恩

教師・先生に対する御恩

社会国家に対する御恩

神仏の絶対なる御恩

「感謝の気持ちを持つこと」



紫苑草（思い出草）

忘れ草と思い草の話

今昔物語190番目の説話 「シオン」

兄弟の父への思い

忘れ草 「カンゾウ（萱草）」

思い草 「シオン（紫苑）」

山口短期大学にきてよかった

と思い卒業する



目標

短期大学で学生リーグ加盟

部員１４名確保



目的

社会に役立つ人間作り

文武両道

楽しい野球

ケジメのある生活

自立型人間の育成



目的

社会に役立つ人間作り

文武両道
学問と野球は両立するものである。

野球が忙しいから学問は次であるという考え方は存在しない。

日々の学問に専念できないものは、中途半端な気持ちを生み

野球も中途半端になる。

知を磨き、体を養い、自分を磨く人に乱世なし。

日頃の心構え、生き方に勝敗の道が別れる。



目的

社会に役立つ人間作り

 楽しい野球（３つの感と２つの心）
1. 達成感

2. 充実感

3. 満足感

4. 向上心

5. 探求心
野球の楽しさとは「野球の世界」に存在する

常に向上心・探求心を持ちプレーする

勝つことはもちろん、山口短期大学にきてよかった

と思い卒業する



目的

社会に役立つ人間作り

ケジメのある生活

【ケジメ３か条と２つの言葉】

（1）お金に対するケジメ
借りたお金は返す、貸したお金は返してもらう

（2）時間に対するケジメ
決めた時間、決められた時間は守ること

（3）人間関係に対するケジメ
仲の良い友達や夫婦でも一線を越えた行動や言葉を使わない

以上のけじめをつけ、人間関係を円滑にするため

「ありがとう」「ごめんなさい」の２つの言葉が使える社会人となること。



目的

社会に役立つ人間作り

自立型人間の育成

野球は物事（プレー）に気付き、考え、問題を提起し
、行動し、結果がでる

言い換えれば人の生き方そのもの

結果を決めた行動はしないこと

心を使い計画を立て、心がきれいな社会人となり、継
続できる心の強さを作り、心を整理し、心を広げられ

る（器を広げる）人物となる。



日本一の礼儀を目指す取り組み

①立ち止まって挨拶

②一言ことばを

③審判さんへの挨拶

④相手ベンチの前の挨拶

⑤敵味方のプレーをほめる

⑥キャッチャーの面は拭いてから

⑦ユニフォームの着こなし

⑧道具の管理

⑨感謝の気持ち

野球を通して「人間形成」



マネージャーの力

部長・監督→マネージャー→キャプテン→選手

いいことも、言いにくいことも

チームのために



禁止

自転車二人乗り (チームの約束ごと)



応援してもらえるチーム

応援してもらえるチームを目指して

友達、教職員、大学周辺の方々、OB・
OGの応援

授業中の服装（野球部としての自覚）



まとめ

できる、できないではなく、

やるか、やらないか


